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水
戸
学
の
復
興
―
幽
谷･

東
湖
・
そ
し
て
烈
公
―

水
戸
学
の
精
神
は
、
光
圀
か
ら
真
っ
直
ぐ
德
川
慶
喜
の
「
大
政
奉
還
」
に
繋

が
っ
た
訳
で
は
な
い
。
光
圀
歿
後
の
九
十
年
に
亙
る
歳
月
は
、
本
来
の
姿
、

理
想
、
念
願
を
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
出
現

し
た
の
が
、
一
個
の
天
才
・
藤
田
幽
谷
で
あ
っ
た
。
幽
谷
に
よ
っ
て
再
認
識

さ
れ
た
水
戸
学
の
精
神
は
、
烈
公
を
得
て
国
の
未
来
へ
の
道
標
と
な
っ
た
。

そ
し
て
烈
公
と
共
に
、
そ
の
道
を
切
り
拓
き
、
歩
ん
だ
の
は
、
藤
田
東
湖
を

は
じ
め
と
す
る
幽
谷
の
育
て
た
門
人
達
で
あ
っ
た
。
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は
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が
き
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て
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』
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烈
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喜
公
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光
圀
歿
後
の
水
戸
学
を
支
え
復
興
し
た
精
神
と
行
動
を

藤
田
幽
谷
・
藤
田
東
湖
・
烈
公
の
三
者
を
通
し
て
探
る
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